
 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

  

  

 

 

 

                

 
 

 
【巻頭言】就任のごあいさつ—ビョーリをご存知ですか？ 
【TOPICS】秋期公開講座のご案内 
【TOPICS】帯状疱疹 
【TOPICS】ロビーコンサートのご案内 
【TOPICS】がんサロンのご案内 
【医師の配属・異動・退職】 
【患者さんからのご意見・ご要望】 
【診療統計】 
【TOPICS】緩和ケア研修会 
【編集後記】 
 
 

 

 



        

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめまして。8月より臨床病理診断科にて病理診断を担当している根本哲生と申し

ます。 

この北部病院だよりは、医療スタッフ以外の大勢の方々にもお読みいただいていると

思いますが、みなさまの中で、「ビョーリ」という言葉をお聞きになったことがある方

はどのくらいいらっしゃるでしょうか。職場旅行に行ったら旅館の入り口に「○×大学

料理学教室御一行様」と掲げてあったなどという逸話にこと欠かないマイナーな仕事で

す。絶滅危惧種などとも揶揄されますが、近年では聡明で知られる人気少女タレントさ

んが将来になりたい職業に挙げてくれたり、病理医を主人公にしたコミックスがドラマ

化されたり、少しずつ認知度が上がって来てはいるでしょうか。 

 

臨床病理診断科 

根本 哲生 教授 

病理学は本来、読んで字のごとく「病気の理屈すなわち病気の本質・成り立ちを研究する」学問です。病

理診断はその研究成果を患者さんの病気の診断に役立てる実践で、顕微鏡レベルで病気の部分に起こった形

の変化を観察することで行われます。レントゲンで発見された肺の中の「丸い塊り」はがんなのか結核なの

か、胃の粘膜に見える「凹み」は胃がんなのか胃潰瘍なのか、それらの治療方針を決めるための「最終診断」

を顕微鏡をみて決めるのが病理医です。病理医は患者さんに直接お目にかかる機会が少ないので、「縁の下の

力持ち」と言われることもありますが、ときには「チーム医療の司令搭」になることもあります。病理医は

病気軍と患者・臨床医軍との戦いにおける軍師に例えることもできます。また病理診断は臨床診断の「当た

り外れ」の評価という一面もないわけではありません。いい加減な臨床医（当院にはいませんよ）にとって

病理医は裁判官のようで鬱陶しい存在かもしれません。亡くなられた患者さんについて生前の診断や治療が

適切だったかを検証する病理解剖も含め、病理はその病院の医療の質の担保・向上に重要な役割を担ってい

ます。 

私はこれまで東京医科歯科大学病院病理部、都立駒込病院病理科、東邦大学病理診断科と、ほぼ一貫して

病理診断の現場を歩んでまいりました。その中で病理医と臨床医との対話・意思疎通が適切な診断を行う上

で大切であることを実感してきました。検体が十分でなかったり、稀少疾患であったり、典型例でなかった

りと、さまざまな原因で病理医の見立て違いは当然おこり得ます（なにしろ一人の病理医が全身のあらゆる

疾患に対応していますので）。臨床の先生方には、病理診断の依頼の際には必要十分な臨床情報を教えて下さ

ること、こちらの病理診断に疑問があれば遠慮なく質問していただくことをお願いしたいと思います。 

医師であればだれしも、患者さんの病気を治したいと考えます。そしてその大きな原動力は患者さんから

の感謝だとも聞きます。私たち病理医も医師である以上、思いは一緒なのですが、病理医は患者さんを直接

治療することはありませんし、患者さんから感謝の言葉を聞くこともありません。それでも私たちが仕事の

モチベーションを保つことができるのは、臨床医をはじめとする医療スタッフが私たちの仕事を重要と認識

し、信頼してくれているから、そしてときに謝意を示してくれるからだと思います。臨床の先生に信頼され

る病理医となる、それが結果的に患者さんの安心に繋がっていると思います。私たちは標本の向こう側の患

者さんのことを思いながら顕微鏡を見ています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先月、お知らせいたしました【秋期市民公開講座】を 10月 13日（土）に開催いたします。 

院内各所に申込用紙と受付箱を設置しておりますので、奮ってご参加ください。 

皆さまのご参加を心よりお待ちしております。 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 帯状疱疹はウイルス感染が原因の病気です。子供のころに発症することの多いみず

ぼうそう（水痘）と同じウイルスの水痘・帯状疱疹ウイルスが原因ウイルスです。 

 ひとが初めて水痘・帯状疱疹ウイルスに感染すると水痘を発症します。水痘は、全

身に小さな水疱が多発し、発熱と痒みを伴います。水痘の症状が治ってもウイルスは

感覚神経節に潜み続け、何年何十年後に他の病気による体力低下や加齢やストレスに

より再びウイルスが活性化します。 

 帯状疱疹の症状は、片側の支配神経領域にそってピリピリチクチクした痛みを伴う 

 

皮膚科 

保坂 浩臣 准教授 

紅斑と小さな水疱が出現し、ときに発熱や感冒様症状を伴います。重症になると、小さな水疱が全身に多発

します（汎発疹）。 

発症部位に合併症があります。眼周囲に発症すると視力が低下したり、まぶしくなったり、涙が止まらな

くなるなど眼瞼結膜炎や角膜炎や虹彩毛様体炎や網膜炎などをおこすことがあります。耳周囲に発症すると、

難聴や耳痛や耳鳴りや顔面神経麻痺などをおこすことがあります。運動神経が麻痺してしまうこともあり、

腹部に帯状疱疹を発症すると腹筋が麻痺し腹壁の膨隆をきたすことがあり、陰部周囲や肛門周囲に発症する

と排尿障害や排便障害をおこすことがあります。また、中枢神経系の合併症として、脳髄膜炎では頭痛や吐

気や嘔吐や項部硬直などの髄膜刺激症状が出現します。まれですが、血管系の合併症では帯状疱疹後に脳梗

塞を発症することもあります。 

 治療ですが、水痘・帯状疱疹ウイルスが増えるのを抑える抗ヘルペスウイルス剤を点滴か内服か外用をし

ますが、抗ヘルペスウイルス剤の外用は点滴や内服より治療効果が劣ります。いままでの抗ヘルペスウイル

ス剤の点滴や内服は腎臓が悪いと薬の量を減量する必要がありましたが、昨年から処方が可能になった新し

い抗ヘルペスウイルス剤では腎臓が悪いかたでも常用量で処方が可能です。また、帯状疱疹は痛みを伴う病

気ですが、発疹がよくなったあとにも痛みが残ることが多く帯状疱疹後神経痛といいます。神経痛のため冷

やすと良くなく、温めたほうが良いです。非ステロイド性抗炎症剤や神経障害性疼痛の薬の内服や、神経節

ブロックなどが必要になることがあります。 

 帯状疱疹罹患時にはほかのひとに感染させないように注意が必要です。すでに水痘にかかったことのある

ひとに感染させてしまうことはありませんが、水痘のときほど感染力は強くはありませんが水痘にかかった

ことのないひとには感染させてしまう可能性があるので近づかないようにしましょう。とくに妊婦さんやこ

どもさんには注意してください。感染させてしまったときには、うつされたひとは水痘・帯状疱疹ウイルス

の初めての感染になるため水痘として発症します。 

 帯状疱疹の予防にはワクチン接種があり、2016 年 3 月より 50 歳以上に使用が可能になりました。ただし、

発熱しているかた、重篤な急性疾患にかかっているかた、明らかに免疫機能に異常のある疾患のあるかたや

妊婦のかたなどは接種はできません。約 10 年で免疫活性が低下すると思われ、10 年に 1 回は追加のワクチ

ン接種が必要になります。 

 



 

                       

 

 

                                  

                                  

 

 

  

     

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：平成 30 年 10 月 18 日（木）14：00～16：00 

場所：当院 中央棟 9 階 大会議室 

テーマ：がん治療と生活シリーズ 

    4．放射線治療の副作用 

講演者：がん放射線療法看護認定看護師 守屋 靖代 

 

皆さまのご参加をお待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

ロビーコンサートを開催いたします。 

多くの方にお越しいただけることをお待ちしております。 

日時：平成 30 年 10 月 17 日（水）19：00～（予定） 

場所：中央棟 1 階 会計前ロビー 

 

演奏者：宮下 朋子さん【ピアノ】 

    平成 26 年 11 月・アドリアンコックスと仲間たち in 東京、 

    平成 28 年 7 月・ソレイユ・ジョイントリサイクル 等に出演 

※日程及び内容が変更となる場合がございます。予めご了承ください。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【附属施設へ】 
・黒木 知明  （形成外科）      昭和大学病院 形成外科へ     2018 年 10 月 1 日付 
・西 正智   （整形外科）      昭和大学病院 整形外科へ     2018 年 10 月 1 日付 
・加藤 雅典  （内科）        江東豊洲病院 内科へ       2018 年 10 月 1 日付 
・井藤 尚仁  （内科）        江東豊洲病院 脳神経内科へ    2018 年 10 月 1 日付 
・金井 貴宏  （放射線科）      昭和大学病院 放射線科へ     2018 年 10 月 1 日付 
・阿部 祥英  （こどもセンター）   昭和大学病院 小児科へ      2018 年 10 月 1 日付 
・中村 俊紀  （こどもセンター）   昭和大学病院 小児科へ      2018 年 10 月 1 日付 
・八木 直美  （こどもセンター）   昭和大学病院 小児科へ      2018 年 10 月 1 日付 
・唐渡 諒   （こどもセンター）   藤が丘病院 小児科へ       2018 年 10 月 1 日付 
・山岡 大志郎 （こどもセンター）   江東豊洲病院 こどもセンターへ  2018 年 10 月 1 日付 
・田内 麻衣子 （産婦人科）      藤が丘病院 産婦人科へ      2018 年 10 月 1 日付 
 
【学外研修へ】 
・中村 大樹  （消化器センター）                    2018 年 10 月 1 日付 
・持田 賢太郎 （消化器センター）                    2018 年 10 月 1 日付 
・瀧島 和美  （消化器センター）                    2018 年 10 月 1 日付 
・新妻 学   （整形外科）                       2018 年 10 月 1 日付 
・福永 奈津  （こどもセンター）                    2018 年 10 月 1 日付 
・吉田 輝龍  （内科）                         2018 年 10 月 1 日付 
 
【国内留学へ】 
・城内 和史  （皮膚科）                        2018 年 10 月 1 日付 
 
【海外留学へ】 
・徳増 卓宏  （メンタルケアセンター）                 2018 年 10 月 1 日付 
 
【退職】 
・門倉 義幸 （耳鼻咽喉科）                       2018 年 9 月 30 日付 

 

 

 
 
 

 【附属施設から】 
・渡辺 晃大  （形成外科）     藤が丘病院 形成外科から      2018 年 10 月 1 日付 
・飯田 和章  （整形外科）     昭和大学病院 整形外科から     2018 年 10 月 1 日付 
・竹島 亜希子 （内科）       江東豊洲病院 内科から       2018 年 10 月 1 日付 
・三木 綾子  （内科）       江東豊洲病院 脳神経内科から    2018 年 10 月 1 日付 
・永田 衣利奈 （耳鼻咽喉科）    藤が丘病院 耳鼻咽喉科から     2018 年 10 月 1 日付 
・甘利 泰伸  （耳鼻咽喉科）    藤が丘病院 耳鼻咽喉科から     2018 年 10 月 1 日付 
・張田 修平  （皮膚科）      昭和大学病院 皮膚科から      2018 年 10 月 1 日付 
・中村 優太  （放射線科）     昭和大学病院 放射線科から     2018 年 10 月 1 日付 
・髙木 俊敬  （こどもセンター）  昭和大学病院 小児科から      2018 年 10 月 1 日付 
・花岡 健太朗 （こどもセンター）  江東豊洲病院 こどもセンターから  2018 年 10 月 1 日付 
・及川 洸輔  （こどもセンター）  江東豊洲病院 こどもセンターから  2018 年 10 月 1 日付 
・大塚 康平  （こどもセンター）  藤が丘病院 小児科から       2018 年 10 月 1 日付 
・江畑 晶夫  （こどもセンター）  藤が丘病院 小児科から       2018 年 10 月 1 日付 
・外山 大輔  （こどもセンター）  藤が丘病院 小児科から       2018 年 10 月 1 日付 
・中尾 紗由美 （産婦人科）     昭和大学病院 産婦人科から     2018 年 10 月 1 日付 
 
【他施設から】 
・福島 光浩  （外科）       神甲会隈病院 外科から       2018 年 10 月 1 日付 
・髙橋 陽   （緩和医療科）    医療法人光洋会三芳病院 精神科から 2018 年 10 月 1 日付 
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ご意見・ご要望の総計

54件

接遇・マナー

診療内容

運用・サービス

環境

感謝

その他

ご意見・ご要望 回答・改善等 

 

＜その他について＞ 

正面入り口の外のベンチでタバコを吸う人

が多く、薬局・駅に向かう時にイヤな思いをし

ます。自分が呼吸器科にかかっているせいかも

しれませんがとても苦痛です。 

 

                他 3件 

貴重なご意見ありがとうございます。 

病院敷地内は全面禁煙となっております。 

敷地外周辺の禁煙区域に関しましては、行政に働きかけをしてい

きたいと思います。 

近隣で不快な思いをさせてしまい申し訳ございません。 

＜運用・サービスについて＞ 

時間外の入院の手続きと、救急の受付、支払

いをひとつの窓口で処理するのはシステム的

に問題があるように思われます。 

                           

                他 13件 

 

ご意見ありがとうございます。 

救急センターの受付は17時から22時頃までの間は特に多くの患

者さんを受け入れており、救急車で搬送された患者さんも多いため

窓口業務が混みあっております。会計待ちや入院手続待ちの方々に

は大変ご迷惑をお掛けしております。 

スムーズに対応していけるようにシステムも含めて検討させてい

ただきます。 

 

日々患者さんよりいただきましたご意見･ご要望に関しましては、病院長及び関連する部署の責任者に報告

し、改善に努めております。 

今までのご意見の中で多くいただいたものや最近のご意見･ご要望を中心に改善策を掲載させていただきま

した。掲載されていない内容についても対応しておりますのでご了承ください。 

今後もお気付きの点やご要望をお聞かせくださいますようお願い申し上げます。 



 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

前年同月比 ( )内は 1 日平均 

   診療実日数 2017 年 8 月（入院：31 日・外来：26 日)、2018 年 8 月（入院：31 日・外来：26 日） 

 入院患者数 外来患者数 救急搬送数 手術件数 

2017 年 8 月 19,098 人 (616.1 人) 28,967人 (1,114.1人) 573 件 (19.1 件) 796 件 (36.2 件) 

2018 年 8 月 19,696 人 (635.4 人) 27,994 人（1,076.7 人) 611 件 (20.4 件) 811 件 (35.3 件) 

 

 

 

 

 

 

10 月は季節の変わり目ですね。 

秋といえば、皆さんは何を思い浮かべますか。○○の秋・・・私は「読書の秋」です。今年の夏は気

が付いたらたくさんの本を買っていましたが、夏の暑さに負けていっこうに読書がはかどりませんでし

た。この秋は、読書をじっくり楽しみたいと思います。 

皆さんもそれぞれの秋を楽しんでください。 

            

 

 

当院は地域がん診療連携拠点病院の指定を受けて

おります。 

拠点病院の要件として、定期的に『緩和ケア研修

会』を開催することが求められています。 

『緩和ケア研修会』は、がん等の診療に携わる医

療従事者が緩和ケアに関する基本的な知識や技術な

どを習得することを目指して行われており、当院で

は、がん診療等に携わる医師・歯科医師・医療従事

者を対象として、平成 30 年 11 月 11 日（日）に緩

和ケア研修会を開催いたします。 

〈昭和大学横浜市北部病院 薬剤部 

（昭和大学 薬学部 病院薬剤学講座） 助教 木村 祐子〉〉 
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